
魅力を耕す。高山の農業
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飛
驒
黄
金
や
あ
ぶ
ら
え
の
生
産
振
興
を
展
開

｢地産地食」に
食の連携を呼びかけ

宿
す く

儺
な

かぼちゃの魅力
多彩な料理でPR

 農業女性らが企画した｢飛驒高山やさいの日｣ 研究会が都心で調理実演と試食会を開催
　地元農業女性ら7人が、飛驒産農畜産物の知名度向
上と消費拡大を図ろうと「飛驒高山やさいの日（8月31
日）」を企画し、作る人、売る人、調理する人、食べる
人など、食に関わるすべての人に｢地産地・食・｣を呼びか
け、地域の反響を呼んでいます。
　「地産地・食・」とは、飛
驒産の農畜産物を飛驒
産と意識して飛驒地域
で味わうこと。飛驒の
おいしい水と空気で育っ
た作物を、飛驒の水で
調理し、飛驒の空気の
中で食べるのが一番おい
しいと彼女たちは言いま
す。農業を愛する彼女
たちのパワーが、飛驒産
農畜産物のイメージアッ
プに貢献しています。

　農林水産省の農林水産物・食品地域ブランド化支
援事業の指定を受けている丹生川宿儺かぼちゃ研究
会では、「宿儺かぼちゃ」を飛驒ブランドに育てようと、
料理家と連携してＰＲ活動に取り組んでいます。
　2年目の今年は、関東市場への販路開拓を目的に
都心での料理会を開催し、好評を得ています。試作
品づくりに携わる料理家の馬

ば

場
ば

香
か

織
おり

さんは「皮が薄く
て、切りやすく、しなるような柔らかさで、使いやすい。
色合いも美しい」と大絶賛。15品もの試作品を目の

　

高
山
市
で
は
、
地
域
の
特
色
あ
る

農
産
物
の
中
か
ら
、
生
産
拡
大
の
可

能
性
の
あ
る
特
産
物
や
伝
統
野
菜
を

発
掘
し
飛
驒
ブ
ラ
ン
ド
確
立
の
た

め
、
そ
の
生
産
者
組
織
の
育
成
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
年
度
は
、
黄
金
色
が
色
鮮
や
か

で
、
日
持
ち
が
良
い
と
評
判
の
輪
ギ

ク「
飛ひ

驒だ

黄こ

金が
ね

」と
、
飛
驒
地
方
の
食

文
化
と
密
接
な
つ
な
が
り
を
持
つ

「
あ
ぶ
ら
え（
え
ご
ま
）」を
対
象
と
し

て
い
ま
す
。
ど
ち
ら
も
、
イ
ノ
シ
シ

や
カ
モ
シ
カ
な
ど
の
獣
害
に
強
く
、

中
山
間
地
で
の
栽
培
が
可
能
で
す
。

ま
た
、
年
齢
性
別
を
問
わ
ず
、
小
規

模
か
ら
始
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
幅

広
く
栽
培
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

特
に
飛
驒
黄
金
の
生
産
で
は
、
今

年
84
歳
と
な
る
木き

下し
た

行ゆ
き

雄お

さ
ん（
国

府
町
）が
今
年
初
め
て
そ
の
栽
培
に

挑
戦
さ
れ
、
見
事
な
飛
驒
黄
金
を
出

荷
し
て
い
ま
す
。
お
盆
の
出
荷
の
最

盛
期
を
無
事
に
迎
え
、
安
ど
の
表
情

を
見
せ
な
が
ら
、「
大
変
さ
は
す
ぐ
忘

れ
て
し
ま
う
」と
来
年
へ
の
意
欲
も

満
々
で
す
。

　

市
で
は
、
耕
作
放
棄
地
対
策
に
も

つ
な
が
る
こ
れ
ら
の
品
目
の
生
産
振

興
を
通
し
て
、
地
域
の
豊
か
な
農
村

風
景
が
守
ら
れ
て
い
く
こ
と
も
期
待

し
て
い
ま
す
。

家族と飛驒黄金を栽培する木下行雄さん㊨

五平もちなどに利用されるあぶらえ（えごま）

前に、参加者のみな
さんも笑顔でいっぱい
でした。
　今後研究会では、
地元高山の料理家と
連携した料理会も開
催する予定です。 試作品を披露する馬場さん㊧


